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【英語】 

■著作権の関係上、問題文を掲載しておりません。 

   出典：Open Science Collaboration. (2015). Estimating the reproducibility of  

psychological science. Science, 349 (6251), aac4716. を一部改変 

 

■解答例 

   下記の出題意図を踏まえて解答すること。 

 

■出題意図 

   心理学専修では、基礎系や社会・応用系を中心とした心理学的な知見を学び、 

知識を深めていくために、国内外の心理学系の文献を講読することが多い。とりわけ、 

海外の文献（書籍、論文等）は英語で書かれたものが多く、英語文献の読解力が求 

められる。それゆえ、その学力を測るために適切と思われる内容を出題した。 

 

 

【心理学】 

〔問題１〕 

■解答例 

下記の出題意図を踏まえて解答すること。 

 

■出題意図 

心理学に関する一般的知識の学力を測るものである。問題は、心理学の代表的な 

理論に関する知識を問うものである。 

 

〔問題２〕 

■解答例 

下記の出題意図を踏まえて解答すること。なお、各問の解答例は心理学辞典等を 

参考にするとよい。 

 

■出題意図 

心理学全般に関する専門用語等の知識についての学力を測るものである。 問題 

は、認知心理学（問1）、社会心理学（問2）、感情心理学（問3）、産業心理学（問4）、 

心理学統計法（問 5）に関する知識を問うものである。 

 



〔問題３〕 

■解答例 

下記の出題意図を踏まえて解答すること。 

 

■出題意図 

   1 問は実験心理学、もう 1問は産業心理学に関する専門的知識の学力を測るもの 

である。 

 

〔問題４〕 

■解答例 

下記の出題意図を踏まえて解答すること。なお、各問の解答例は心理学辞典等を 

参考にするとよい。 

 

■出題意図 

基礎または社会・応用系を中心とした心理学領域の専門用語等の知識について 

の学力を測るものである。問題は、知覚・認知心理学（問 1、5）、社会心理学（問 2、4、 

5、8）、心理学統計法（問 3）、心理学史（問 7）に関する知識を問うものである。 

 


